
































































































疑わせる腫癌の増大,疹痛の出現,CRP強陽性,白血球増多が出現したものとFig.5 Ultrasonography shows the righthyp
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Fig.6 CTscansshowtherightlowdensitynodulewithperipheralenhancement.
推測される｡腫癌塞栓がこの壊死の原因の一つと考
えられたが定かでない｡
大きさに変化のなかった甲状腺腫癌が突然,急に
大きくなり炎症所見を伴う場合には,未分化癌がま
ず疑われる｡このような未分化癌では67Gaの高度
の集積がみられる｡本例では,未分化癌に特有と考
えられる,腫癌の大きさに比べて小さな卵殻状の石
灰化を認めなかったことと,腫癌の急速な増大と炎
症所見を認めたにもかかわらず67Gaが集積しなか
ったことが,画像での未分化癌との鑑別のポイント
と考えられる｡
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